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気象・海象に対する判断の誤り

第22号(平成19年4月・5月合併号）

3月３１日午後５時ころ、大分県佐賀関町で海岸から手漕ぎゴム
ボートで沖合いの岩場に一人で渡り、魚釣りをしていたが、干潮に
合わせて帰る予定としていたところ、風浪が強まり岩場に波が打ち
寄せ始めたため、ゴムボートを岩場から下ろして海岸に戻ろうとし
たものの、風浪と激しい磯波によりゴムボートに移乗できず、１１
８番で海上保安庁に救助要請する事案がありました。その後、巡視
艇が到着し、２メートルを超える風浪と磯波の中、孤立した該人を
救助しました。

３月２０日午前８時ころ、平戸市下枯木島
沖合いで、３人乗りプレジャーボートが遊
漁中に風が強くなり、波も高くなったこと
により船内に海水が入り、水船状態となっ
た後、横転転覆しました。乗船していた３
人は、下枯木島に泳ぎ着き、１１８番通報
し、巡視艇に救助されました。

プレジャーボート事故事例

　　～事故からの教訓～
　沖合いの岩場や沿岸の磯
場においては、常に孤立す
る危険性を考慮した慎重な
判断が必要で気象予報の確
認と風浪等の状況を見て、
早期に撤収することが必要
です。

ﾌﾟﾚｼﾞｬｰﾎﾞｰﾄ等海難発生隻数
の推移
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マリンレジャーを楽しむ方のみならず、ほとんどの人は夏になると台風情報に関心が集まると思います。
　　　　　気象庁では、平成19年4月18日以降に新たに発生する台風に対して以下のように台風情報を充実させ
ています。
　　　　　１　日本付近では、24時間先までを３時間刻みに予報
　　　　　２　台風の強さの目安として最大瞬間風速の情報を追加
　　　　　３　熱帯低気圧に関する情報を充実
　　　　　４　温帯低気圧に変わりつつある台風に関する情報を充実
　　　　　５　暴風域に入る確率の分布図を発表

　　　　　また、気象庁ホームページ等における台風の進路予報の図表示もより分かりやすくなるように変更して
います。
　　　　　１　予報期間の暴風警戒域全体を囲む線を表示
　　　　　２　予報円の中心の点やそれを結ぶ線を表示

 　　　　詳しくは気象庁、管区気象台又は地方気象台のホームページ等で確認してください。

気象庁の発表する台風情報が、見
やすく、詳しくなりました。

※気象庁ホームページ



　  海の相談室だより　(七管本部海洋情報部)

海水浴中に沖への強い流れに流されて溺れる、という海難事故が発生します。そう
いうところでは離岸流やリップカレントとよばれる岸から沖への流れが発生している
可能性があります。場所によって強い流れになるため、流れに乗ると逆らって泳ぐ
ことはとても困難です。一般的には、遠浅の砂浜で起こりやすいといわれています
が、いつでも起こっているわけではなく、場所も変わることがあります。
　そんな手ごわい離岸流ですが、海面をよく見て探してみましょう。

離岸流を探してみよう

こんなところに！離岸流

海岸線や陸地の地形がでこぼこしている所で波が砕けない場所を観察してみましょ
う。そこは水深が深くなっていて、離岸流が発生している可能性があります。また、
ゴミが集まっていたり、離岸流により砂が沖まで流されて濁っていることがありま
す。近くの小高い丘や砂丘の上、とにかく高いところから眺めるのがコツですが、見
つけられるでしょか？

沖に流されて、岸に必死で帰ろうと離岸流に逆らって泳ぐと、体力を消耗し岸に戻
れなくなることがあります。流された場合、まずは海岸と平行に泳ぎ離岸流から抜
けることが肝心です。一番大事なのは決してパニックに陥らないこと！
泳ぎが得意でない人も、慌てず、落ち着いて、流れが弱くなるまで待って、救助を待
ちましょう。


